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第１部 総 論 

計画の理念 

計画策定の趣旨 

蕨市では、交通安全対策の総合的かつ計画的な推進を図るため、交通

安全対策基本法（昭和４５年法律第１１０号）に基づき、昭和４６年以

来、５年ごとに１０次にわたり「蕨市交通安全計画」を策定し、埼玉県

等の関係機関をはじめ関係団体*等の協力により、各般にわたる交通安

全対策を強力かつ着実に実施してきました。 

その結果、交通事故による人身事故件数は年々減少傾向にありますが、

依然として、年間１００件以上の人身事故が発生し、１５０人近い死傷

者と多大な社会的・経済的損失が発生しています。 

このようなことから、人命尊重の理念のもとに交通事故のない社会を

目指して、今後も交通事故の特徴に対応した総合的な交通事故防止対策

を引き続き講じていく必要があります。 

本計画は、これらの観点に基づき、関係機関・団体そして市民が一体

となって、総合的かつ効果的な諸施策を強力に推進していくため、策定

するものです。 

計画の性格、期間等 

第１１次蕨市交通安全計画は、これらの観点に基づき、令和３年度か

ら令和７年度までの５年間に推進する交通安全に関する施策を定めた

ものです。  
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本市の交通事故による人身事故件数（埼玉県警察交通事故統計）は、

平成２８年１９２件、平成２９年１８５件、平成３０年１３０件、令和

元年１３２件、令和２年１０８件となっています。 

一方で物損事故件数（埼玉県警察交通事故統計）は平成２８年７３８

件、平成２９年７８７件、平成３０年７６５件、令和元年８２８件、令

和２年７９２件となっています。 

交通事故死者数（埼玉県警察交通事故統計）は、平成２８年０名、平

成２９年０名、平成３０年０名、令和元年１名、令和２年０名となって

います。 

交通事故の発生場所については、駅前及び幹線道路が多くなってい

ます。 

蕨市における交通事故の特徴 

 年齢層別の死傷者数について 

第１０次蕨市交通安全計画年中におけ

る市内の年齢層別交通事故死傷者数（合

計８８４名）は、６５歳以上の高齢者が１

６３名で全体の１８．４％を占め最も多

くなっており、続いて４０歳代となって

います。 

蕨市においては、年齢層による大きな

偏りが見られない現状となっています。 

（埼玉県警察交通事故統計） 

～高校生
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60-64歳
4%

高齢者
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年齢層別死傷者数割合
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 状態別の死傷者数について 

第１０次蕨市交通安全計画年中にお

ける市内の状態別死傷者数（合計８８４

名）では、自動車乗車中が３３０名、自

転車乗車中が３０８名となっており、自

動車乗車中及び自転車乗車中の事故が

全体の７割以上を占めています。 

（埼玉県警察交通事故統計） 

 

 

 

交通安全対策の方向 

第１０次蕨市交通安全計画年中の交通事故による人身事故件数は概ね

減少していることから、これまでの取り組みの効果が伺えます。一方で物

損事故件数は大きな変化が見られないことから、継続的な取り組みが求め

られます。 

また、全国各地においては依然として、痛ましい交通事故が発生してい

る状況にあり、悲惨な交通事故をなくすため、社会情勢や交通情勢の変化

等を正確に見極める必要があります。 

そこで、交通事故のない、誰もが安全で安心して暮らせる「安全・安心・

わらび」づくりを進めるため、本計画の第２部－各論において定める交通

安全対策を推進していくとともに、本市における交通事故の特徴や全国の

交通情勢等を踏まえて、次に掲げる項目を重点に置き、各種交通安全対策

を関係機関・団体が連携して強力に推進します。 

対策の重点 

 高齢者の交通安全の確保 

高齢者が歩行中や自転車乗車中に巻き込まれる交通事故を防止し、高

齢ドライバーが安全に運転を継続できるよう、歩道や分かりやすい標識

など、道路交通環境を整備するとともに、高齢者に対する交通安全教育

を推進します。 

また、近年では、全国各地において高齢運転者による道路の逆走や操

作ミスによる事故が発生するなど、高齢者が加害者になるケースも多く

見受けられることから、身体機能や認知機能の低下を認識させる啓発活

動等を推進するとともに、運転の危険性を認識した高齢者の自主的な免

許返納を促します。 

自動車
37%

自転車
35%

歩行者
18%

二輪車
10%

状態別死傷者数割合
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併せて、すべてのドライバーや自転車利用者などが、高齢者に配慮し

た通行を心がけるよう、様々な世代に対する交通安全教育を推進します。 

 子供の交通安全の確保 

子供が歩行中や自転車乗車中に巻き込まれる交通事故を防止するた

め、学齢に応じた交通安全教育を実施するとともに、関係機関・団体と

協力し定期的に通学路や未就学児の移動経路の点検を実施するなど、子

供が安全に生活できるような道路交通環境の整備を推進します。 

また、すべてのドライバーや自転車利用者などが、子供に配慮した通

行を心がけるよう、様々な世代に対する交通安全教育を推進します。 

 自転車の安全利用の推進 

平成２６年１２月１日に施行された「蕨市自転車安全利用条例」に基

づき、自転車利用者に対する交通安全教育・啓発を推進します。 

また、子供や高齢者等に対して「自転車運転免許制度」を活用して、

自転車の安全な乗り方等を指導することにより、自転車の安全な利用を

推進します。 

併せて、駅周辺に自転車を放置する人のマナー向上や、自転車利用者

の快適性及び安全性を高めるための自転車通行空間の創出を推進しま

す。 

 交差点における交通事故防止 

交通事故の６割以上を占める交差点における交通事故を防止するた

め、交差点の改良や信号機等の整備を推進します。 

対策の方向 

 人と環境にやさしい道路交通環境の整備 

交通安全を進めるためには、人と車が安全かつ円滑に通行できる道路

交通環境の整備が不可欠です。 

そのため、交差点の改良による道路整備や信号機設置等の交通安全施

設の整備、交通需要マネジメントの推進による自動車の効率的利用や公

共交通機関への利用転換などの施策を推進します。 

また、高齢者や障害者等の自立した日常生活、社会生活を確保するた

め、交通環境のバリアフリー化＊を推進します。 

併せて、エコドライブの推進を図るなど、交通公害の防止に努めます。 
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 交通安全思想の普及徹底 

交通安全の基本は、市民一人ひとりが交通ルールと正しい交通マナー

を身につけ、それを実践することにあります。 

そのため、幼児から成人、高齢者に至るまで、段階的かつ体系的な交

通安全教育を推進します。 

また、家庭や学校、職場など、地域ぐるみの交通安全意識の高揚を図

るとともに、各主体の自発的な交通安全対策を促進します。 

 安全運転の確保 

運転者や自動車の種類も多様化しているため、安全運転の確保や正し

い知識の習得がますます重要になっています。 

そのため、運転者教育の充実などを関係機関・団体と連携し、積極的

に推進します。 

 道路交通秩序の維持 

道路交通の安全と円滑な交通を確保するためには、交通実態に即した

交通規制と交通違反等に対する適切な取締りが重要です。 

そのため、交通実態に即した交通規制を推進するとともに、悪質・危

険、迷惑性の高い交通違反等の指導取締りの強化を要請していきます。 

 救急・救助活動の充実 

複雑・多様化する交通事故への救助活動に対する迅速・的確な対応が

必要とされます。 

負傷者の救命率・救急効果の一層の向上を図るため、救急・救助活動

の充実を図るとともに、メディカルコントロール体制＊を今後も継続し

ていきます。 

 交通事故被害者支援の推進 

交通事故に巻き込まれると、その当事者は事故処理や示談交渉など、

それまでほとんど経験したことのない煩雑な手続きに悩まされます。 

特に、被害者になった場合は、肉体的・精神的な苦痛のほか、経済的

な困難にも直面します。 

そのため、交通事故相談や交通遺児等援護制度など、交通事故被害者

に対する支援を推進します。 

 交通事故防止に関する調査研究の推進 

交通事故の原因や交通環境が複雑、多様化する中、交通事故防止対策
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を効果的に推進するためには、交通事故の実態を的確に把握することが

必要です。 

そのため、交通事故防止に関する調査研究を警察署と連携し行います。 

計画の目標 

人命尊重の理念に立って、対策の方向に定める各種施策を着実に推進

することにより、交通事故そのものを減少させるとともに、死傷者数を

減少させることを目指します。 

計画の推進体制 

市の取り組み 

市は、この計画の趣旨及びこの計画に定める施策を踏まえ、きめ細か

な事業を実施するとともに、交通関係団体や近隣市等と連携し、効果的

な交通安全対策を推進します。 

事業者、交通関係団体、ボランティア等の取り組み 

交通安全対策を推進する上で、事業者は大きな役割を果たしています。

特に、業務用自動車を運行する事業者は、事業所を中心として安全運転

講習会を実施するほか、安全運転管理者、運行管理者等を通じた交通安

全教育を推進するなど、交通事故防止に努めることが求められます。 

また、地域における交通関係団体、ボランティア等が行う交通安全活

動は極めて大きい効果があります。 

これからも、事業者、交通関係団体、ボランティア、警察署と連携・

協力した交通安全対策を進めることが求められます。 

市民の取り組み 

悲惨な交通事故をなくすためには、市民一人ひとりが、交通ルールを

守り、正しい交通マナーを理解し、交通事故に遭わないための行動を心

がけることが大切です。 

また、正しい交通ルールを守り、適切なマナーを実践することは、交

通事故の防止に不可欠であり、大人の行動は子供たちに影響を与えます。

“安全確認を徹底する”、“夜間に外出する際は反射材を身につける”と

いったことを習慣づけるなど、市民一人ひとりがより一層積極的に交通

安全に取り組むことが求められます。 
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第２部 各 論 

第１章 人と環境にやさしい道路交通環境の整備 

人優先の安全・安心な歩行空間の整備 

生活道路における交通安全対策の推進 

生活道路において、歩行者などの安全を確保するため、道路診断＊を

実施するなど、子供や高齢者等が安心して通行できる道路空間の整備を

推進します。 

通学路等における歩道整備 

児童生徒の安全を確保するため、通学路における交通安全施設の整備

を推進するとともに、通学路安全総点検を実施し、利用者の視点からの

交通安全対策を推進します。 

交通安全施設等の整備 

道路の新設・改良による交通安全対策の推進 

市内の道路交通環境をより安全・安心なものとするため、道路の新設・

改良の整備を計画的に推進し、交通安全の向上を図ります。 

また、秩序ある交通体系の確立のため、幹線道路とそこに接続する居

住地域内の生活道路の整備を促進するとともに、交差点の改良等を含め、

総合的な交通対策を推進します。 

 計画道路等の整備 

生活道路における通過交通の削減と交通の効果的な分散により、交通

渋滞や交通事故の発生を抑制するため、都市計画道路の整備を推進しま

す。 

 道路の拡幅 

安全で快適な交通を確保するため、狭隘道路の改善を推進します。 

 交差点の改良 

交差点及び交差点付近の交通事故防止のため、交差点の改良を推進し

ます。 
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 歩道等交通安全施設の整備 

幹線道路及び生活道路については、道路状況に配慮しながら、広幅員

の歩道、道路照明灯、道路標識等の交通安全施設の整備を積極的に推進

します。 

交通安全施設等の整備事業の推進 

交通事故の多発している道路、その他早急に交通の安全を確保する必

要がある道路については、交通安全施設等を整備し、安全かつ円滑・快

適な交通環境の確立を図ります。 

また、誰もが安全で快適な日常生活を営み、積極的に社会参加できる

環境を実現するため、高齢者や障害者にも配慮するとともに、自動運転

技術の向上など、社会情勢に適応した道路整備を推進します。 

 交通事故多発地点の重点整備 

交通事故の多発している道路について、道路診断などによる交通事故

分析に基づき、交差点改良や視距＊改良を推進します。 

また、夜間における交通事防止のため、道路照明灯や視線誘導標の整

備など、交通安全施設の重点的整備を推進します。 

 道路反射鏡の整備 

視距
し き ょ

の悪い道路の交差部及び屈曲部での事故防止を目的に、視距の改

善を図るため、道路反射鏡の整備を推進します。 

 路面標示の整備 

交通安全の確保のため、関係機関・団体と協議し、効果的な各種路面

標示の整備を推進します。 

 通学路の整備 

児童等の安全を確保するため、通学路における歩道などの交通安全施

設の整備を推進するとともに、通学路安全総点検の実施などを通じて児

童等の視点に立った交通安全対策を実施します。 

 バリアフリー化をはじめとする歩行空間の整備 

歩行者及び自転車利用者の安全で快適な通行の確保のため、歩行者等

の交通事故の発生が予測される危険性の高い区間について、歩道及び自

転車歩行車道の整備を図ります。 

なお、整備に当たっては、広幅員の歩道や段差のない構造にするなど、

し き ょ 
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バリアフリー化に配慮します。 

また、公共施設などの多いところでは、快適な歩行空間を整備すると

ともに、視覚障害者が利用しやすい道路として誘導用ブロック等の整備

を推進します。 

身近な生活環境の改善 

住宅地区や商業地区において、通過交通の流入を抑制し、地区内の生活

の安全及び良好な住環境の確保と改善を図るため、狭隘道路の拡幅や「あ

んしん歩行エリア＊」の整備を推進します。 

自転車利用環境の総合的整備 

自転車通行空間の整備 

自転車の通行量や自転車事故が多い等、交通安全対策の必要な箇所に

おいて、自転車通行空間の創出を進めます。 

放置自転車等の解消 

駅周辺等の自転車・原動機付自転車の放置状況を正確に把握するとと

もに、状況に応じて蕨市自転車等放置防止条例に基づき設置されている

蕨市自転車等駐車対策協議会の会議を開催し、同協議会の意見を基に関

係機関・団体との連携を密にし、総合的な自転車等の駐車対策を推進し

ます。 

また、蕨市自転車等放置防止条例に基づいた放置自転車等の整理、撤

去に継続して取り組みます。 

駅周辺等の自転車駐車場の整備 

自転車等の駐車需要が多い駅周辺に駐車場を確保するため、駅周辺の

市街地再開発事業等における指導や民間の駐車場事業者に対する民営

自転車等駐車場助成制度の活用促進等、自転車等駐車場の整備に継続し

て取り組みます。 

交通需要マネジメントの推進 

自動車の効率的利用の促進 

円滑で安全な道路交通の確保に資するため、道路の混雑時間や混雑箇

所を避けた自動車利用を促すなど、自動車の効率的利用を促進します。 

さらに、地球温暖化防止対策など、自動車利用が環境に与える影響に

ついての啓発に努め、日常的な自動車利用の自粛を促進します。 
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公共交通機関の利用促進 

市民が安心してバスや鉄道などの公共交通機関を利用できるよう、バ

スロケーションシステム＊の周知を行い、利用者に活用を促し、利便性

の向上を図ることで、自家用車から公共交通機関への利用転換を促進し

ます。 

徒歩・自転車利用の推進 

環境にやさしい自転車や、歩行者が安全で快適に移動できるよう、道

路や関連施設の整備を図り、移動の手段として徒歩や自転車への利用転

換を推進します。 

総合的な駐車対策の推進 

秩序ある駐車の推進 

 推進体制の強化・啓発活動の推進 

違法駐車を排除し、秩序ある交通環境の向上を図るため、関係機関・

団体との連携を密にし、秩序ある駐車を促す啓発活動を実施するなど、

駐車対策を推進します。 

 違法駐車防止活動の強化 

違法駐車の排除に関し、交通安全運動等あらゆる機会をとらえて市民

への広報・啓発活動を積極的に行い、違法駐車防止活動を推進します。 

駐車施設の整備促進 

一定規模以上の建築物に対し駐車場の設置を義務づけている、蕨市ま

ちづくり指導要綱に基づいた整備など、駐車場の整備を促進します。 

災害に備えた道路交通環境の整備 

災害発生時における交通規制 

大規模な災害が発生し、若しくは発生のおそれがある場合には、交通

の混乱を最小限に抑えるため、車両の通行の抑制や通行止め等必要な交

通規制を迅速かつ的確に行うとともに、迂回路の指示及び道路交通に関

する情報提供等の措置を行います。 

また、これらの措置を円滑に実施する体制の整備を推進します。 
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災害に強い道路施設等の整備 

地震などの大規模な災害から市民を守り、救援活動や緊急物資輸送に

不可欠な緊急輸送道路を確保するなど、災害に強い道路施設等の整備を

要請・推進します。 

その他の道路交通環境の整備 

重大事故の再発防止 

社会的に大きな影響を与える重大事故発生に際しては、関係機関と連

携し、速やかに当該箇所の道路診断等を行い、事故発生の要因を調査す

るとともに、発生要因に即した対策を講じ、当該箇所における同様な事

故の再発防止を図ります。 

交通公害の防止 

自動車を原因とする大気汚染や騒音・振動などの交通公害を防止する

ため、マイカー利用を控え、自転車やコミュニティバス等の公共交通機

関への利用を促し、低公害車への買い換え促進を図るとともに、アイド

リングストップの実施や急発進・急加速の防止等のエコドライブを推進

します。 

道路使用の適正化 

 道路使用及び占用の適正化 

工作物の設置、工事等の道路使用及び占用については、道路の構造を

保全し、安全かつ円滑な道路交通環境を確保するため、道路使用許可条

件の履行、占用物件等の維持管理の適正化を図ります。 

 不法占用物件等の排除 

道路交通の妨げとなる不法占用物件等については、強力な指導により、

その排除を行うとともに、不法占用等の防止を図るため、関係機関・団

体と協力して積極的に啓発活動を行います。 

 道路占用工事等の規制 

道路の掘削を伴う占用工事等については、無秩序な掘削工事による交

通渋滞や事故を防止するため、占用工事等の計画的な施工について合理

的な調整を図ります。  
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第２章 交通安全思想の普及徹底 

交通安全教育の推進 

幼児に対する交通安全教育 

幼児に対する交通安全教育は、基本的な交通ルールを守り、正しい交

通マナーを実践する態度を身につけさせるとともに、日常生活において

安全に道路を通行するために必要な基本的な技能及び知識を習得させ

ることを目的とします。 

また、幼稚園、保育所等においては、家庭や地域、関係機関・団体と

連携、協力を図りながら、計画的かつ継続的な交通安全教育を行うとと

もに、日常の保育活動にあらゆる場面をとらえた交通安全教育を推進し

ます。 

小学生に対する交通安全教育 

小学生に対する交通安全教育は、歩行者及び自転車の利用者として必

要な技能と知識を習得させるとともに、道路における危険を予測し、こ

れを回避して安全に通行する意識及び能力を高めることを目標としま

す。 

また、小学校においては、家庭や地域、関係機関・団体と連携、協力

しながら、道徳、学級活動、総合的な学習の時間等を中心として、歩行

者の心得、自転車の安全な利用、交通ルールの意味と必要性などについ

て重点的に交通安全教育を実施します。 

中学生に対する交通安全教育 

中学生に対する交通安全教育は、日常生活における交通安全に必要な

事柄、特に、自転車で安全に道路を通行するために必要な技能と知識を

十分に習得させるとともに、スケアード・ストレイト交通安全教室を開

催することにより事故の怖さを体験することを通じ、道路を通行する場

合は、思いやりをもって、自己の安全ばかりでなく、他の人々の安全に

も配慮できるようにすることを目標とします。 

また、中学校においては、家庭や地域、関係機関・団体と連携、協力

しながら、道徳、学級活動、総合的な学習の時間等を中心として、歩行

者の心得、自転車の安全利用、自動車等の特性、標識等の意味、応急手

当等の交通安全教育を推進します。 

高校生に対する交通安全教育 

高校生に対する交通安全教育は、日常生活における交通安全に必要な
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事柄、特に、自転車の利用者として安全に道路を通行するために必要な

技能と知識を習得させるとともに、スケアード・ストレイト交通安全教

室を開催することにより事故の怖さを体験することを通じ、交通社会の

一員として交通ルールを遵守し、自他の生命を尊重するなど責任を持っ

て行動できる健全な社会人を育成することを目標とします。 

また、高等学校においては、家庭や地域、関係機関・団体と連携、協

力しながら、総合的な学習の時間、特別活動等を中心として、自転車の

安全利用、自動車等の特性、応急手当等についてさらに理解を深める交

通安全教育を実施します。 

若者に対する交通安全教育 

若者に対する交通安全教育は、若者の交通事故実態、交通事故加害者

としての実態の周知に重点を置き、自己の運転技量に対する正確な認識

及び社会的責任を自覚させ、運転者としての交通安全意識を高め、著し

い速度超過、飲酒運転など、悪質・危険な運転の防止を図ることを目標

とします。 

高齢者に対する交通安全教育 

高齢者に対する交通安全教育は、加齢に伴う心身機能の変化が歩行者、

自転車利用者としての交通行動に及ぼす影響への理解、道路及び交通の

状況に応じて安全に道路を通行するために必要な技能及び交通ルール

等の知識を習得させるほか、夜間の交通事故防止に効果の高い反射材の

普及促進を図ることを目標とします。 

また、関係団体及び高齢者クラブ等と連携して、高齢者自身による自

主的な交通安全活動を促進し、高齢運転者に対しては、警察署や自動車

教習所等と連携し、高齢者の自己の運動能力や反応動作、自動車の特性

等を再認識するための運転適性診断等の運転者教育を推進し、運転に不

安がある高齢運転者の運転免許証自主返納を促進します。自転車利用者

に対しては、自転車利用中の交通事故を防止するため、参加・体験・実

践型の交通安全教育を推進します。 

障害者に対する交通安全教育 

障害者に対しては、交通安全のために必要な技能及び知識の習得のた

め、地域における福祉活動の場を利用するなどして、障害の種類や程度

に応じ、きめ細かい交通安全教育を推進します。 

地域における交通安全教育の推進 

交通安全教育活動については、市、警察署、学校、関係団体及び家庭や



14 

 

地域がそれぞれの特性を活かし、互いに連携を図りながら地域ぐるみの活

動を推進します。 

また、交通安全教室の開催については、模擬信号機や横断歩道が設置さ

れ交通ルールを学ぶことのできる大荒田交通公園なども活用しながら実

施します。 

交通安全教育指導者の養成・活用 

幼児から高齢者に至るまでの発達段階に応じ、学校、職場、家庭、地域

等において、実践的かつ効果的な交通安全教育を実施するためには、交通

社会に参加するすべての人々に、説得力のある指導が行える交通安全教育

指導者を養成することが必要です。 

そのため、民間ボランティア、学校、職場等各領域における指導者を対

象とした研修会等の拡充を図るとともに、これらの指導者による自発的な

交通安全教育を促進します。 

自転車の安全利用の推進 

「蕨市自転車安全利用条例」に基づき、幼児、児童生徒及び高齢者に対

して、乗車用ヘルメットの着用をさらに促進します。 

自転車利用者の交通マナーの向上を図り、自転車乗車中の交通事故や自

転車による迷惑行為を防止するため、「自転車安全利用五則」（平成１９年

７月１０日 中央交通安全対策会議 交通対策本部決定）を活用するととも

に、傘さし、イヤホーン、スマートフォン等使用の禁止など、歩行者や他

の車両に配慮した通行等自転車の正しい乗り方に関する普及啓発活動の

強化を図ります。また、自転車が加害者となる場合もあるなど、その社会

的責任の自覚を促すため、啓発を充実します。 

併せて、子供や高齢者に対して「自転車運転免許制度」を活用して、自

転車の安全な乗り方等を指導することにより、自転車の安全な利用を推進

します。 

交通安全に関する普及啓発活動の推進 

交通安全に関する広報の徹底 

交通安全に関する広報については、蕨ケーブルテレビ、広報紙等のさ

まざまな媒体を活用し、計画的に推進します。 

飲酒運転の根絶 

飲酒運転を根絶するため、関係機関・団体と協力して、広報啓発活動

を推進し、市民及び事業者に対して飲酒運転に厳しい規範意識の確立を
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図ります。 

また、飲酒の影響、飲酒習慣についての正しい知識の普及など、飲酒

運転根絶に向けた取組を推進します。 

その他の交通安全運動の促進 

シートベルト及びチャイルドシートの着用等の徹底、夕暮れ時・夜間

の交通事故防止対策など、時期的な事項について考慮しながら、警察署、

関係機関・団体と連携し、指導等の啓発を促進します。 

市民総ぐるみの交通安全運動の推進 

市民一人ひとりに広く交通安全意識の普及・浸透を図り、交通ルールの

遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、市民自身による道

路交通環境の改善に向けた取組を推進する市民運動として、蕨市交通安全

対策協議会等の推進機関・団体が相互に連携して、組織的・継続的に交通

安全運動を展開します。 

民間交通安全団体等の主体的活動の促進等 

交通安全を目的とする民間団体については、交通安全教育指導者の養成

等の事業及び諸行事に対する援助、交通安全対策に必要な資料を提供する

など、その主体的な活動を促進します。 

また、各季の交通安全運動等を実施する際は、蕨市交通安全対策協議会

を中心に、行政・民間団体等が定期的に連絡協議を行い、効果的な活動の

展開を図ります。  
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第３章 安全運転の確保 

運転者に対する指導の充実 

無謀運転、違法駐車などの迷惑行為の禁止や安全確認、シートベルト・

チャイルドシートの正しい着用を徹底するため、関係機関・団体と連携し、

交通安全運動期間など、あらゆる機会を通じて指導等を積極的に推進しま

す。 

自動二輪車等の安全運転対策の推進 

自動二輪車及び原動機付自転車の安全運転対策については、運転者への

乗車用ヘルメットの正しい着用等を徹底するため、関係団体と協力し、交

通安全運動での街頭啓発活動を行います。 

高齢運転者対策の推進 

加齢に伴う心身機能の変化が、運転に及ぼす影響について、高齢運転者

に正しく理解していただくため、運転適性診断等の充実を関係機関に働き

かけます。 

また、運転に不安がある高齢運転者の運転免許証自主返納を促進します。 

自転車の安全確保 

自転車の安全な利用ができるよう、関係団体の活動や、交通安全運動及

び広報啓発活動を通じて、自転車利用者に対し、一時不停止や無灯火の防

止など、安全意識及び点検・整備意識の高揚を図ります。 

また、自転車事故による被害者の救済に資するため、損害賠償責任保険

などの各種保険の普及に努めます。  
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第４章 道路交通秩序の維持 

交通の指導取締りの強化等 

一般道路においては、歩行者及び自転車利用者の交通事故防止と併せて、

事故多発路線等における重大事故の防止に重点を置き、無謀・悪質運転者

の取締りの強化を警察署に要請していくほか、子供・高齢者・障害者のい

わゆる交通弱者保護を最優先とする対策を推進します。 

暴走族対策の促進 

暴走族追放気運の高揚及び家庭、学校等における青少年指導の充実 

暴走族追放の気運の高揚を図るため、凶悪化する暴走族の実態が的確

に理解できるよう、広報活動を積極的に行います。 

また、家庭、学校、職場、地域等において、青少年に対し、早期発見・

予防の観点から、暴走族との接触や加入をしないよう、青少年育成団体

等との連携を図りながら、適切な指導・助言を促進します。 

暴走行為をさせないための環境づくり 

暴走族及びこれに伴う群衆の集まる場所として利用されやすい施設

の管理者に協力を求め、暴走族等が集まりにくい環境づくりを推進する

とともに、暴走行為等ができない道路環境づくりを推進します。  
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第５章 救急・救助活動の充実 

救急・救助体制の整備 

救急・救助体制の充実 

複雑・多様化する交通事故への救助活動を迅速・的確に行えるように、

消防機関の救助体制の充実を促進します。 

また、多数の負傷者が発生する大規模な事故に対処するため、近隣市

等との連携を図り、救急・救助活動の円滑化を促進します。 

応急手当の普及啓発活動の推進 

交通事故による負傷者の救命率の向上を図り、被害を最小限にとどめ

るためには、事故現場に居合わせた市民（バイスタンダー）による適切

な応急手当が必要です。 

そのため、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）＊の使用を含めた応急手当

の知識・技術の普及について、各種講習会等の開催を推進するとともに、

救急の日等の機会を通じて啓発活動を推進します。 

救急救命士の養成・配置等の推進 

救急救命士を計画的に養成するとともに、気管挿管、薬剤投与が実施

できる救急救命士の育成を図ります。 

救急・救助資機材等の整備 

高規格救急自動車及び高度救命用資機材等の整備を推進し、救急・救

助資機材等の充実を図ります。 

救急医療体制の整備 

交通事故の発生により、医療行為が必要な負傷者等に対し、適切な医療

が迅速に施せるよう、救急医療施設及び設備の整備促進を図るとともに、

行政機関及び医療機関の連携のもと、救急医療体制の確立を促進します。  
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第６章 交通事故被害者支援の推進 

自転車損害賠償保険の普及徹底 

自転車は、歩行者と衝突した場合には加害者となる側面も有しており、

自転車が加害者となる事故に関し、高額な賠償を求められるケースもあり

ます。こうした賠償責任を負った際の支払原資を担保し、被害者の救済の

十全を図るため、「蕨市自転車安全利用条例」に基づき、事業者及び関係

団体と連携し、保険や共済の加入状況の確認や、未加入者への損害賠償責

任保険等への加入を促進します。 

また、自転車の小売業者に、自転車の購入者に対し自転車の定期的な点

検及び整備並びに自転車損害保険等への加入の必要性等を助言するよう

努めます。 

交通事故相談業務の充実 

交通事故の被害者やその家族の福祉の向上を図るため、県が実施する交

通事故相談所を紹介します。 

特に、交通事故問題は、調停、訴訟等の手続きによらなければ問題の解

決が困難であるケースもあることから、これらの対処については、日本弁

護士連合会交通事故相談センター等の相談機関への斡旋も行います。 

交通事故被害者等の支援 

交通事故により遺児となった児童生徒に対し、交通遺児等に対する援護

金等を支給するなど、交通遺児の健全な育成と被害者世帯の経済的支援を

推進します。  
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第７章 交通事故防止に関する調査研究の推進 

道路交通事故原因の総合的な調査研究の推進 

高齢者や自転車利用者が関係する事故の増加等、交通事故発生状況の変

化に対応した交通安全に関する施策の検討、立案等に資するため、交通事

故の諸要因に関する各種統計等の充実を図り、県や警察署と連携の下に多

角的な交通安全対策の推進に努めます。  
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《用語解説》 

 

Ｐ１．関係団体（交通安全を目的とする民間団体） 

(１) 交通安全運動などを中心に、各種交通安全施策を推進している団体。 

① とだわらび交通安全協会 

② 蕨市交通安全母の会 

③ 蕨市交通安全指導員協議会 

④ 蕨・戸田地区安全運転管理者協会 

⑤ 埼玉県道路使用適正化協会蕨・戸田支部 

⑥ 一般社団法人 戸田蕨トラック協会 

⑦ 埼玉県自転車軽自動車商協同組合蕨支部蕨地区 

⑧ 蕨市高齢者クラブ連合会 

 

(２) 交通関係ボランティア活動を推進している団体 

① 南町カーブミラーを清掃する会 

 

 

Ｐ４．バリアフリー化 

   歩道の段差の解消や、点字ブロックの整備などにより、生活上のバリア

（障壁）を取り除くこと。 

 

 

Ｐ５．メディカルコントロール体制 

   救急救命士等が、救急現場から医療機関へ搬送されるまでの間において、

医療行為を実施する場合、下記３点を構築することにより救急業務の高度

化を推進する体制づくり。 

(１) 病院の医師から少しでも早い指示が受けられる体制づくり。 

(２) 高度な救急処置を行った後、医師が専門的見地から検証する体制づくり。 

(３) 更に高度な救急処置を行うための教育を実施する体制づくり。 

 

 

Ｐ７．道路診断 

   道路管理者である市と、交通管理者である警察及び地元をよく知る関係

団体が事故の多発する交差点や路線区間等において、道路の構造や交通状

況などの事故発生要因を分析し、対処することで事故の抑制を図る。 

 

 

Ｐ８．視距
し き ょ

 

   ドライバーが道路上で見通すことができる距離のこと 
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Ｐ９．あんしん歩行エリア 

   歩行者や自転車の交通事故が多発している現状の対策として、警察庁と

国土交通省が推進しており、下記３項目を中心とした総合的な安全対策に

ついて、道路管理者と県公安委員会の連携の下に実施する事業。 

(１) 住宅地区等における安全対策 

(２) 住宅地区等の地区内への通過交通排除対策 

(３) 住宅地区等の地区内の歩行者・自転車経路における安全対策 

 

 

Ｐ１０．バスロケーションシステム 

    電光掲示板やパソコン、携帯電話などから、リアルタイムでバスの運

行情報を提供するシステム 

 

 

Ｐ１８．自動体外式除細動器（ＡＥＤ） 

    心臓停止（心室細動）になった人に、電気ショックが必要かどうかを

自動的に判断して、救命の手順を音声で知らせる装置。 
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資 料 １

○交通事故発生状況（人身事故）

蕨署管内 うち蕨市 蕨署管内 うち蕨市 蕨署管内 うち蕨市

７６１ １９２ １ ０ ８７４ ２２７

６８９ １８５ １ ０ ７８７ ２１９

４９１ １３０ ２ ０ ５６３ １４６

４４９ １３２ １ １ ５３３ １６５

３８４ １０８ ３ ０ ４４３ １２６

　　　　※上記「蕨署管内」には戸田市も含む。

蕨警察署

○蕨警察署管内免許保有者状況

蕨警察署

○蕨警察署管内高齢者免許保有状況

蕨警察署

　合　計 １５，６２３人　　 １６，３３６人　　
３８．９％

うち蕨市 ６，２４１人　　 ６，３５０人　　

　女　性 ４，５４５人　　 ５，０１５人　　
３８．５％

うち蕨市 １，８０５人　　 １，９３３人　　

　男　性 １１，０７８人　　 １１，３２１人　　
３９．１％

うち蕨市 ４，４３６人　　 ４，４１７人　　

３４．１％

３２．５％

３３．５％

平成２８年末 令和２年末 蕨市保有割合

うち蕨市

　女　性

　合　計

うち蕨市

うち蕨市

１２２，５８５人　　

４１，２６９人　　

７３，３３３人　　

２５，０１０人　　

項 目

年

　男　性

平成２８年

平成２９年

平成３０年

令和元年

令和２年

５２，８０３人　　

１７，１８３人　　

１２６，１３６人　　

４２，１９３人　　

７２，３１８人　　

２４，８４６人　　

５０，２６７人　　

１６，４２３人　　

死　 者　(人） 負  傷  者 （人）

平成２８年末 令和２年末 蕨市保有割合

発 生 件 数 （件）
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資 料 ２

○第１当事者の年齢別交通事故発生状況（人身事故件数）

１５ 歳 ８ ３ ０ ０ １

１６ 歳 ～ １９ 歳 ７ ４ ２ ５ １

２０ 歳 ～ ２４ 歳 １４ １５ １３ １２ ９

２５ 歳 ～ ２９ 歳 １８ １１ ７ １１ ７

３０ 歳 ２９ ２８ １７ ２４ １１

４０ 歳 ４１ ３２ ２６ ２０ ２８

５０ 歳 １６ ２８ ２５ ２１ １５

６０ 歳 ～ ６４ 歳 １２ １０ ８ １１ １４

６５ 歳 ３４ ３８ ２１ １９ ２０

１３ １６ １１ ９ ２

１９２ １８５ １３０ １３２ １０８

　※第１当事者･･･ 交通事故の主たる原因を起こしたもの。人身事故の場合は、過失割合の

高いほうが第１当事者となる。

蕨警察署

令和元年 令和２年

以下

　以上

不　　　明

平成２９年 平成３０年

　代

　代

　代

合　　　計

年齢別

年　
平成２８年
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資 料 ３

○事故当事者年齢別交通事故発生状況（人身事故死傷者数）

１５ 歳 ２６ １７ ７ １８ ８

１６ 歳 ～ １９ 歳 ９ ６ ３ ５ ３

２０ 歳 ～ ２４ 歳 １５ ２７ １４ ７ １４

２５ 歳 ～ ２９ 歳 １７ ２１ ７ １４ １１

３０ 歳 ２６ ３６ ２８ ２４ ２８

４０ 歳 ３１ ４７ ２８ ２６ １７

５０ 歳 ４４ ２９ ２８ ３０ １５

６０ 歳 ～ ６４ 歳 １０ ６ ３ １０ ６

６５ 歳 ４９ ３０ ２８ ３２ ２４

２２７ ２１９ １４６ １６６ １２６

蕨警察署

合　　　計

令和２年
年齢別

以下

年　
平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年

　代

　代

　代

　以上
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資 料 ４

○時間別交通事故発生状況（人身事故件数）

０ 時 ２ 時 ２ ４ ２ ２ ３

２ 時 ～ ４ 時 ２ １ ４ ２ ０

４ 時 ～ ６ 時 ３ ６ ５ ４ ０

６ 時 ～ ８ 時 ２１ １６ ７ １０ ９

８ 時 ～ １０ 時 ３２ ３１ ２４ １５ ２１

１０ 時 ～ １２ 時 １６ １６ １６ １４ １１

１２ 時 ～ １４ 時 ２２ １８ １５ １７ １２

１４ 時 ～ １６ 時 ２４ ２０ １８ １７ １３

１６ 時 ～ １８ 時 ２５ ２８ １８ ２８ １１

１８ 時 ～ ２０ 時 ３２ ２７ １２ １１ １５

２０ 時 ～ ２２ 時 ８ １３ ６ １０ １１

２２ 時 ～ ２４ 時 ５ ５ ３ ２ ２

１９２ １８５ １３０ １３２ １０８

蕨警察署

令和２年
時間別

合　　　計

年　
平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年


